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学位論文等題目 〈論文〉 制御とズレ-大島紬における「制御とズレ」の構造研究を通して- 
 〈作品〉 C/U/O＿ｍｍd￣ｍｍ＿（ｗ）＿Ⅰ 
C/U/O＿ｍｍｄ￣ｍｍ＿（ｗ）＿Ⅱ   
C/U/O＿ｍｍｄ￣ｍｍ＿（ｗ）＿Ⅲ 
 〈演奏〉  
   
論文等審査委員   
（主査） 東京藝術大学 准教授 （美術学部） 八谷 和彦 
（論文第１副査） 東京藝術大学 教授 （美術学部） 伊藤 俊治 
（作品第１副査） 東京藝術大学 教授 （美術学部） 鈴木 理策 
（副査） 京都市立芸術大学 名誉教授 （） ひろいのぶこ 
（副査）   （）  
（副査）   （）  
（副査）   （）  
（副査）   （）  
（副査）   （）  



















































































































    
 
修了にあたり、彼女はこの「グリッドペインティング」シリーズをもうひと段階発展させようと、大島紬を
自作に援用することを試みた。そのために実際に奄美大島に現地調査に行き、大島紬の複雑な工程を取材し
て、どのように自作に取り入れるかを長らく検討してきた。論文はこのプロセスや研究結果をまとめたもの
であり、また論文中ではオプアートや自作が錯覚を誘発する原理も論じ、「グリッド・ペインティング」
が、オプアートとどのように接続されるのか、また作品を鑑賞者が見たときに感じる錯覚が、どのような仕
組みで発生しているのかを神経学的な観点から分析することにも挑戦している。 
川人は、自作品および大島紬が「機械的な反復で制作されるものの、かならず生じてしまうある種のズ
レ」を含んでいるものとし、一般論ではノイズになりそうなそれが、実は作品や織りに複雑さ、繊細さ、優
雅さを発生させているものとしている。川人はそれを「視覚的なズレ」「手作業によるズレ」「物質性によ
るズレ」と大きく３つに分類し、大島紬のテクスチャを形成している「ズレ」がどのような織りのプロセス
に由来しているか、自作に取り込むにはどのような手法を用いるべきかを検討し、小ピースでの試作を経た
上で、博士展展示作品の3点「C/U/O_mm-mmd_(w)_I」「C/U/O_mm-mmd_(w)_II」「 C/U/O_mm-mmd_(w)_III」を
完成させた。また、論文の中では人間の視覚に関しての考察も行い、デヴィット・マー氏による「中間視
覚」をひき、網膜に投影された2次元像から脳内の3次元像が生成される際の中間モデルとして生成される2.5
次元モデルと、自身のグリッドペインティングが引き起こす錯視効果がきわめて近いものなのではないかと
いう仮説を提示している。確かに本作品を鑑賞するときに作品に近づいたり遠ざかったりするときに感じる
感覚は、奥行きのない平面に架空の奥行きを知覚するようで、本来立体でないものを立体視するような感覚
やランダムドッドステレオグラムを見る体験とも共通のものがあるように感じる。またそれが、ある一定の
移動や時間を伴って発生することも興味深い。以上のように論文、作品ともに博士課程にふさわしいものと
副査とともに判断し、博士号を授与するものとする。 
 
 
